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（
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（
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賛
成
多
数

（

）

賛
成
多
数

（

）

施
設
名
称

指
定
管
理
者

老
人
会
館
（
ひ
だ

ま
り
友
遊
会
館
）

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社

所

在

地

延
長
（
ｍ
）

上
野
毛
２
�
２８
先

〜
玉
川
１
�
２

４００
・
７２

賛
成
多
数

（

）

所

在

地

延
長
（
ｍ
）

千
歳
台
２
�
３５

１３１
・
５１
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内内内内内内内内内内内内内内
容容容容容容容容容容容容容容

議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
長

か
ら
２１
件
の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て

可
決
し
ま
し
た
。

●
２６
年
度
補
正
予
算

１
件

○
一
般
会
計
（
第
三
次
）

（
全
員
賛
成
）

衆
議
院
議
員
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
を
執
行
す
る
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
二
億
六

九
○
万
二
千
円
を
追
加
す
る
。
三
次

補
正
後
の
予
算
額
は
二
五
八
八
億
六

六
一
八
万
三
千
円
と
な
る
。

●
条
例
の
新
設

４
件

○
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

（
全
員
賛
成
）

池
之
上
青
少
年
会
館
と
青
年
の
家
を

青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た

に
位
置
づ
け
、
施
設
の
設
置
目
的
や

事
業
内
容
な
ど
を
定
め
る
。

○
保
育
料
条
例

（
全
員
賛
成
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に

伴
い
、
特
定
教
育
・
保
育
に
係
る
保

育
料
な
ど
を
定
め
る
。

○
が
ん
対
策
推
進
条
例

賛
成
�
自
民
、公
明
、生
ネ
社
、共
産
、民
主
、Ｆ
行
革
、新
風
、

減
税
、虹
、世
田
谷
、あ
ら
た
、み
ん
な
、無
所
属

反
対
�
緑

総
合
的
な
が
ん
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
区
の
責
務
及
び
区
民
や
保
健
医

療
福
祉
関
係
者
、
事
業
者
の
役
割
な

ど
を
定
め
る
。

○
職
員
配
偶
者
同
行
休
業
条
例

（
全
員
賛
成
）

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
勤

務
な
ど
で
外
国
に
滞
在
す
る
配
偶
者

と
職
員
が
生
活
を
と
も
に
す
る
た
め

の
休
業
に
つ
い
て
定
め
る
。

●
条
例
の
改
正

１１
件

○
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
条
例

（
全
員
賛
成
）

下
馬
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
位
置

の
変
更
に
係
る
施
行
日
を
、
２７
年
１

月
５
日
か
ら
１
月
１９
日
に
変
更
す
る
。

○
幼
稚
園
保
育
料
条
例

（
全
員
賛
成
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に

伴
い
、
幼
稚
園
保
育
料
等
条
例
の
全

部
を
改
正
し
、
区
立
幼
稚
園
の
保
育

料
を
改
定
す
る
こ
と
な
ど
。

○
学
校
設
置
条
例

（
全
員
賛
成
）

東
大
原
小
と
守
山
小
を
統
合
し
、
下

北
沢
小
（
代
田
６
�
２１
�
５
）
を
設

置
す
る
。

○
職
員
定
数
条
例

（
全
員
賛
成
）

定
数
外
と
す
る
職
員
に
、
配
偶
者
同

行
休
業
中
の
職
員
を
追
加
す
る
。

○
職
員
給
与
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

○
幼
稚
園
教
育
職
員
給
与
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

�
以
上
２
件
は
、
給
料
月
額
を
改
定
す

る
こ
と
な
ど
。

○
職
員
退
職
手
当
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

地
域
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
給
料
月

額
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
退
職
手
当

の
調
整
額
な
ど
を
改
定
す
る
。

○
区
長
等
の
給
料
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

○
監
査
委
員
の
給
与
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

○
教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

�
以
上
３
件
は
、
給
料
月
額
な
ど
を
改

定
す
る
。

○
区
議
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条
例

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
生
ネ
社
、
共
産
、
民
主
、
新
風
、

虹
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
Ｆ
行
革
、
緑
、
減
税

報
酬
月
額
な
ど
を
改
定
す
る
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定

１
件

○
老
人
会
館
（
ひ
だ
ま
り
友
遊
会
館
）

（
全
員
賛
成
）

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定

２
件

（
全
員
賛
成
）

賛
成
�
自
民
、公
明
、生
ネ
社
、共
産
、民
主
、Ｆ
行
革
、新
風
、

減
税
、虹
、世
田
谷
、あ
ら
た
、み
ん
な
、無
所
属

反
対
�
緑

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

世
田
谷
区
議
会
議
長

山
口
ひ
ろ
ひ
さ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
区
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
広
島
市
で
の
土
砂
災
害
や

御
嶽
山
の
噴
火
、
長
野
県
神
城
断
層
地

震
の
発
生
な
ど
、
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、

改
め
て
災
害
対
策
の
重
要
性
を
実
感
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
教
訓
に
、
執

行
部
と
の
連
携
を
密
に
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２５
年
度
の
区
の
決
算
で
は
、
２２
年
ぶ

り
に
基
金
の
残
高
が
特
別
区
債
残
高
を

上
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
社

会
保
障
費
の
増
大
や
梅
ヶ
丘
拠
点
整
備

な
ど
に
伴
う
大
規
模
な
財
政
需
要
を
見

据
え
る
と
、
持
続
可
能
で
強
固
な
財
政

基
盤
の
確
立
に
向
け
、
行
財
政
改
革
を

一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
育
待
機
児
対
策
を
初
め
、
障
害
者
や

高
齢
者
へ
の
支
援
の
充
実
な
ど
、
区
政

の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
区
政
に
反
映

し
、
区
政
の
課
題
の
解
決
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
区
議
会
で
は
、
本
会
議
の
様

子
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
視
聴
で
き

る
よ
う
改
善
を
図
る
な
ど
、
区
議
会
活

動
が
一
層
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
も
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
向
け
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
議
会
改
革
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
区
議
会
活
動
へ
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議

員
の
寄
附
行
為
や
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
派
名
等

自

民
�
自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

公

明
�
公
明
党
世
田
谷
区
議
団

生
ネ
社
�
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

社
会
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

共

産
�
日
本
共
産
党
世
田
谷
区
議
団

民

主
�
世
田
谷
民
主
党

Ｆ
行
革
�
無
所
属
・
世
田
谷
行
革
１１０
番

緑

�
無
党
派
・
緑

新

風
�
新
風
２１

減

税
�
減
税
世
田
谷

虹

�
レ
イ
ン
ボ
ー
世
田
谷

世
田
谷
�
世
田
谷
無
所
属

あ
ら
た
�
未
来
あ
ら
た
世
田
谷

み
ん
な
�
み
ん
な
の
党

無
所
属
�
無
所
属

第�回
定例会がん対策推進条例などを可決

〈
８
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉

迎
春

区役所から撮影

せたがや区議会だより
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆

様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
で
は
力
強
い
経
済
政
策
の
実
行
と

あ
わ
せ
、
地
方
創
生
に
力
点
を
置
い
た

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
世

田
谷
区
に
お
い
て
も
、
こ
の
機
を
捉
え
、

山
積
す
る
課
題
解
決
に
向
け
、
新
た
な

取
り
組
み
と
強
い
決
意
が
必
要
で
す
。

我
が
会
派
は
、
常
に
区
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
数

多
く
の
施
策
を
全
国
に
先
駆
け
実
現
し

て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
区
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
行
政
改
革
の
一
層
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２０２０

年
を
一
つ
の
区
切
り
と
捉
え
、
世
田
谷

の
持
て
る
力
と
資
源
を
最
大
限
生
か
し
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
社
会
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
責
任
政
党
で
あ
る

区
議
会
第
一
会
派
と
し
て
、
全
力
で
取

り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

『
２０２０
年
の
世
田
谷
に
向
け
て
』
と
題

し
、
新
た
に
取
り
ま
と
め
た
個
別
政
策

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
区
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

環
境
の
整
備
【
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢

期
ま
で
、
区
民
の
生
涯
を
通
じ
た
ニ

ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
立
し
な
が
ら
、
地
域
の
中

で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
生
活
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
備
し
ま
す
。】

�
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
（
生
ま
れ
る

前
か
ら
大
切
な
区
民
で
す
。）

�
子
ど
も
・
教
育
（
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
学
校
教
育
を
目
指
し
ま
す
。）

�
障
害
児
・
障
害
者
支
援
（
個
別
の
特

性
に
応
じ
た
支
援
を
充
実
し
ま
す
。）

�
就
労
・
仕
事
（
職
住
近
接
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。）

�
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
（
ス
ポ
ー
ツ
と
文

化
の
ま
ち
世
田
谷
の
さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
し
ま
す
。）

�
家
庭
・
地
域
（
お
互
い
に
支
え
合
え

き
ず
な

る
地
域
の
絆
を
つ
く
り
ま
す
。）

�
健
康
・
長
寿
（
２３
区
ト
ッ
プ
の
健
康

長
寿
を
目
指
し
ま
す
。）

●
区
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
安
全
・

安
心
の
基
盤
整
備
【
都
市
基
盤
の
整

備
、
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り
な

ど
、
区
民
生
活
を
守
り
支
え
る
「
縁

の
下
の
力
持
ち
」
に
な
り
ま
す
。】

�
道
路
・
交
通（「
世
田
谷
の
弱
点
」
を

克
服
し
ま
す
。）

�
防
災
（
必
ず
や
っ
て
く
る
災
害
に
区

民
の
皆
様
と
共
に
万
全
の
備
え
を
。）

�
防
犯
・
交
通
安
全（「
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
」
を
守
り
ま
す
。）

�
都
市
基
盤（「
将
来
に
渡
り
だ
れ
に
も

や
さ
し
い
ま
ち
」
を
つ
く
り
ま
す
。）

�
環
境（「
美
し
い
自
然
」
を
守
り
、
温

暖
化
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。）

●
断
行
す
べ
き
行
政
改
革
【
持
続
可
能

な
区
政
運
営
に
は
、
安
定
的
な
財
政

基
盤
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人

件
費
の
削
減
や
組
織
の
合
理
化
な
ど

「
現
区
政
に
は
で
き
な
い
」
行
政
改

革
を
断
行
し
ま
す
。】

謹
賀
新
年

昨
年
末
に
突
如
行
わ
れ

た
大
義
な
き
解
散
総
選
挙
を
通
じ
て
、

私
達
は
暴
走
す
る
保
守
勢
力
に
歯
ど
め

を
か
け
、
福
祉
や
教
育
な
ど
人
の
暮
ら

し
を
よ
り
重
視
す
る
政
党
と
し
て
、
皆

様
か
ら
ご
期
待
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

私
達
は
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
本
年
も

世
田
谷
区
政
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
行

財
政
改
革
を
進
め
、
税
金
の
無
駄
遣
い

を
抑
止
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を

産
み
育
て
る
環
境
を
よ
り
一
層
整
え
ま

す
。
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
世
田
谷
を
実
現
す
る
べ
く
、
福
祉
、

防
災
・
防
犯
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

迎
春

昨
年
も
私
た
ち
は
保
坂
区
長
の

予
算
６８０
万
の
教
員
研
修
費
を
使
っ
た
奇

策
と
も
言
う
べ
き
オ
ラ
ン
ダ
税
金
旅
行

ね
つ
ぞ
う

を
議
会
で
追
及
し
ま
し
た
。
ま
た
捏
造

デ
ー
タ
に
よ
る
世
田
谷
ナ
ン
バ
ー
強
制

導
入
、
学
校
改
築
費
の
ト
リ
ッ
ク
に
よ

う
そ

る
節
約
効
果
の
嘘
を
指
摘
す
る
な
ど
、

口
先
だ
け
で
有
権
者
に
受
け
の
よ
い
こ

と
ば
か
り
を
並
べ
続
け
、
責
任
と
実
行

た
い

じ

が
伴
わ
な
い
保
坂
区
長
と
対
峙
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
時
節
柄
、
街

中
に
現
職
区
議
の
無
断
貼
り
ポ
ス
タ
ー

が
横
行
し
て
い
ま
す
が
、
公
人
と
し
て

あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
違
法

行
為
。
地
元
警
察
に
通
報
し
て
下
さ
い
。

「「世世田田谷谷いいののちちのの森森づづくくりり植植樹樹祭祭」」のの様様子子
（（下下馬馬中中央央公公園園拡拡張張予予定定区区域域内内））

一
人
１２４
万
円
の
税
金
で
コ
ソ
コ
ソ
行
く

区
議
の
豪
華
海
外
旅
行
、
区
民
よ
り
高

給
な
区
職
員
給
与
等
、
世
田
谷
区
は
ま

さ
に
古
い
既
得
権
の
宝
庫
。
身
を
切
る

改
革
は
区
長
、
区
議
、
区
職
員
か
ら
！

改
革
を
進
め
る
の
は
あ
な
た
の
力
で
す
。

慶
春
。
一
人
の
議
員
で
も
条
理
を
尽
く

し
た
議
論
で
多
く
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
本
当
に
困
っ
て
い
る

人
こ
そ
声
を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。

少
数
者
と
し
て
生
き
て
き
た
経
験
を
糧

に
「
ち
い
さ
な
声
」
を
代
弁
し
ま
す
！

謹
賀
新
年

自
転
車
の
安
全
利
用
・
浸

水
対
策
・
防
災
・
図
書
館
・
高
齢
者
施

策
・
教
育
等
、
本
年
も
区
民
の
皆
様
の

立
場
に
立
ち
、
よ
り
多
く
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
由
民
主
党

世
田
谷
区
議
団

平平成成２２７７年年（（２２００１１５５年年））年年頭頭にに当当たたっってて 議議員員のの連連絡絡先先はは平平成成２２６６年年１１２２月月１１８８日日現現在在

やまのうち あきら

山内 彰
〒１５４‐０００１
池尻４‐２９‐１８
３４１１‐１４８８

すが ぬま

菅沼 つとむ
〒１５４‐００１５
桜新町１‐１４‐１８
３４２８‐２１６１

かみしま

上島よしもり
〒１５６‐００５２

経堂１‐２１‐１６‐３Ｆ
５４３３‐５１６６

かみやま

上山なおのり
〒１５４‐０００２
下馬１‐１８‐７
６８０５‐２６０７

しし ど

宍戸 のりお
〒１５６‐００４３
松原３‐２９‐１８
３３２３‐７２２３

しん かわ かつ じ

新 川 勝 二
〒１５４‐００１１

上馬５‐１９‐１６‐３０１
３４２９‐５６５０

しも やま よし お

下 山 芳 男
〒１５４‐００１１
上馬４‐２‐５
３４２１‐１４４７

はたけやま しん いち

畠山 晋 一
〒１５６‐００４１

大原１‐１６‐３‐１１２
３４６６‐７００５

みつ い

三井 みほこ
〒１５７‐００６６
成城１‐２５‐１２
３４１５‐５２５５

わ だ ひで とし

和 田 秀 壽
〒１５８‐００８３
奥沢１‐４０‐２
３７２０‐３５４２

やまぐち

山口ひろひさ
〒１５８‐００８２

等々力５‐４‐２‐６０２
３７０２‐１８１９

かざ ま

風間 ゆたか
〒１５４‐０００２
下馬３‐２４‐１９
０８０‐５４６６‐００２４

なか つか

中塚 さちよ
〒１５６‐００５５

船橋１‐１‐１１松本ビル３階
３４２９‐６０７８

なか むら こう た ろう

中村 公太朗
〒１５８‐００８２

等々力８‐２１‐３‐２０６
０９０‐８０５０‐２７５０

た なか ゆう こ

田 中 優 子
〒１５６‐００４３

松原４‐３４‐２０‐３０９
３３２２‐８１３１

おお ば まさ あき

大 庭 正 明
〒１５７‐００６３
粕谷３‐１５‐３
３３０７‐１１７９

もも の

桃野よしふみ
〒１５７‐００６７

喜多見８‐４‐１２‐１０３
６７５１‐１７８１

りき や

あ べ 力 也
〒１５７‐００７６

岡本１‐３８‐１４‐３０６
０９０‐９３１４‐９６０８

かみ かわ

上 川 あ や
〒１５６‐００５１

宮坂２‐２６‐２４‐２０３
５７９９‐７７６５

ゆう こ

ひうち 優子
〒１５５‐００３３
代田６‐６‐２２‐１０２
３４６６‐３８５８

無

所

属

・

世
田
谷
行
革
１１０
番

減
税
世
田
谷

レ
イ
ン
ボ
ー

世

田

谷

世
田
谷
民
主
党

世
田
谷
無
所
属

ひろ ゆき

あ べ 弘 幸
〒１５４‐０００２
下馬３‐１６‐１３
３４１３‐３７４０

いし かわ ゆき お

石 川 征 男
〒１５７‐００７２
祖師谷１‐９‐１６
３４８３‐５１１１
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
温
か
な
ご
支
援

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
党
は
、
昨
年
結
党
５０
周
年
を
経

て
、「
次
の
５０
年
」
へ
の
新
た
な
党
の
基

盤
を
築
き
、
道
半
ば
で
あ
る
課
題
を
着

実
に
前
進
で
き
る
よ
う
不
退
転
の
決
意

ま
い
し
ん

で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
福
祉
社
会

の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
年
金
や
医
療
、

介
護
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
フ
レ
ー
ム

を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
一
方
、
世
田
谷
区
に
お
い
て

は
平
成
３７
年
ま
で
人
口
が
増
え
続
け
て

い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

２０２５
年
に
は
人
口
の
３
割
が
高
齢
者
に
達

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
我
が
党
が
再
三

申
し
上
げ
て
い
る
「
大
介
護
時
代
」
へ

向
け
、
ど
う
備
え
る
の
か
、
ど
う
新
し

い
地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
推
進
で
き

る
の
か
、
今
ま
さ
に
、
地
方
議
会
の
政

策
能
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
圏
に
お
い
て
医
療
、
介
護
、
生
活
支

援
な
ど
必
要
な
公
共
・
民
間
サ
ー
ビ
ス

を
充
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
就
労
の
場

を
創
出
・
拡
充
し
、
区
民
の
人
生
設
計

を
い
か
に
可
能
に
で
き
る
か
が
、
政
治

の
最
重
要
課
題
と
し
て
以
下
、
そ
の
実

現
へ
向
け
て
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
。

�
新
制
度
移
行
に
伴
う
多
面
的
な
整
備

で
�
保
育
待
機
児
ゼ
ロ
へ

�
多
世
代
交
流
型
の
共
生
型
福
祉
施
設

の
整
備
で
�
孤
立
・
孤
独
ゼ
ロ
へ

�
多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
し
た
介
護

と
仕
事
の
両
立
で
�
介
護
離
職
ゼ
ロ
へ

�
が
ん
対
策
推
進
条
例
制
定
に
伴
う
実

効
性
の
確
保
で
�
が
ん
ゼ
ロ
へ

�
学
校
通
学
路
へ
の
「
ゾ
ー
ン
３０
」
全

面
導
入
な
ど
で
�
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

�
環
境
配
慮
型
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助

事
業
の
更
な
る
拡
充
で
�
CO２
ゼ
ロ
へ

�
第
３
の
ほ
っ
と
ス
ク
ー
ル
新
設
へ
向

け
て
�
不
登
校
ゼ
ロ
へ

�
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
薬
物
乱
用
防
止
教

室
の
実
施
強
化
で
�
薬
物
ゼ
ロ
へ

様
々
な
将
来
予
測
に
よ
る
区
民
に
広

が
る
先
行
き
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う
、

世
田
谷
の
確
か
な
将
来
構
想
を
示
し
、

政
策
実
現
を
担
う
要
と
し
て
、
こ
の
１

年
間
、
公
明
党
一
丸
と
な
っ
て
使
命
と

責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
「
区
民
が
主
役
の
区
政
」
と
「

誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
暮
ら
せ
る
人
権
尊

重
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
区
民
の

皆
様
と
共
に
政
治
を
使
い
こ
な
す
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
戦

後
・
被
爆
７０
年
目
を
迎
え
ま
す
。
一
人

一
人
が
希
望
を
持
ち
互
い
を
尊
重
し
、

暴
力
に
頼
ら
な
い
世
界
の
実
現
と
恒
久

平
和
の
創
造
を
求
め
世
田
谷
か
ら
発
信

し
ま
す
。
以
下
、
政
策
の
柱
で
す
。

○
子
ど
も
、
若
者
、
障
が
い
者
、
高
齢

者
な
ど
全
て
の
区
民
を
福
祉
の
総
合

力
で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築

○
防
災
・
減
災
を
進
め
、
弱
者
を
生
ま

な
い
政
策
の
推
進

○
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
創
る
た
め
に
区
民

と
共
に
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
の
推
進

○
都
・
国
有
地
の
活
用
と
世
田
谷
型
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
で
保
育
待
機
児
解
消

○
区
民
が
守
り
育
て
た
み
ど
り
や
景
観

の
次
世
代
へ
の
継
承

○
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
し
Ｄ
Ｖ

・
暴
力
根
絶
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
推
進

○
働
く
こ
と
を
軸
と
し
た
社
会
保
障
の

し
く
み
づ
く
り
の
強
化

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
戦
後
７０
年
。
憲
法
と
平
和
を

守
る
た
め
に
国
民
と
力
を
合
わ
せ
頑
張

り
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
年
末
の
総
選

挙
で
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ

を
掲
げ
、
大
躍
進
し
ま
し
た
。
消
費
税

１０
％
増
税
中
止
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
撤
回
、
憲
法
９
条
擁
護
、
原
発

再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

４
月
に
は
一
斉
地
方
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
待
機
児
ゼ
ロ
の

世
田
谷
を
目
指
し
、
２
万
人
の
保
育
定

員
整
備
、
特
養
ホ
ー
ム
増
設
、
震
災
対

策
の
拡
充
、
緊
急
経
済
対
策
の
実
施
な

ど
切
実
な
要
求
実
現
に
頑
張
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
道
路
・
開
発
優
先
の
自
民

党
型
前
区
政
か
ら
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
要
望
、
ご
意
見
を

区
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

支
配
的
政
党
が
ど
う
で
あ
れ
、
改
憲

を
許
さ
ず
、
未
来
を
脅
か
す
原
発
を
廃

絶
し
、
環
境
共
生
と
平
和
希
求
の
社
会

経
済
を
確
立
す
る
こ
と
を
諦
め
ま
せ
ん
。

困
難
を
乗
り
越
え
、
市
民
一
人
一
人
が

立
ち
上
が
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
今
年
も
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
、
お
年
寄
り
が
尊
厳
に

包
ま
れ
日
々
楽
し
く
生
活
で
き
る
こ
と
、

子
ど
も
の
元
気
な
声
が
街
に
響
く
こ
と

に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

頌
春
。
本
年
も
待
機
児
対
策
及
び
４
月

よ
り
始
ま
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
様
々
な
課
題
に
一
つ
一
つ
提
言

し
ま
す
。
２０２０
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
区
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
、

災
害
対
策
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

謹
賀
新
年

�
脱
原
発
、
�
待
機
児
童

の
解
消
、
�
迷
惑
空
き
家
の
対
策
を
政

策
の
柱
と
し
て
掲
げ
、
本
年
も
議
会
活

動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
請
願
・
陳
情
審
査
に
も
、
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

謹
賀
新
年

区
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

あ
ふ

が
、
今
年
こ
そ
明
る
い
話
題
に
溢
れ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。「
初
心
忘
れ
ず
に
」

を
肝
に
銘
じ
、
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

明明けけままししてておおめめででととううごござざいいまますす

おか もと こ

岡本 のぶ子
〒１５６‐００５４

桜丘４‐２５‐１７‐２１０
３４２７‐０５５７

ひら つか けい じ

平 塚 敬 二
〒１５４‐００２２
梅丘３‐４‐１２
３４２０‐０２４０

いた い ひとし

板 井 斎
〒１５８‐００８７
玉堤１‐１６‐２８
３７０４‐８４０５

ふく だ たえ み

福 田 妙 美
〒１５４‐００１７
世田谷４‐７‐３３
５７９７‐９８２５

もろ ほし よう いち

諸 星 養 一
〒１５４‐００１６
弦巻１‐２８‐１８
３４２６‐７１９７

たか く のり お

高 久 則 男
〒１５４‐０００５

三宿２‐１４‐７‐３０４
３４２２‐０８２８

たか はし あき ひこ

高橋 昭 彦
〒１５６‐００４４
赤堤２‐３０‐１２
３３２７‐０４４３

つ がみ ひと し

津 上 仁 志
〒１５４‐００２４

三軒茶屋２‐２８‐１１
５７８７‐６１６２

うえ だ やす こ

植 田 靖 子
〒１５８‐００９６
玉川台１‐１４‐３
５４９１‐２４２５

から さわ

唐沢 としみ
〒１５８‐００８３
奥沢４‐２７‐４
３７２７‐２９５０

さくら い じゅん こ

桜 井 純 子
〒１５７‐００６５
上祖師谷５‐２０‐５
３３２６‐９６６５

たかおか こ

高岡じゅん子
〒１５６‐００４２
羽根木１‐３１‐３
３３２８‐２９１５

さと み

てるや 里美
〒１５４‐００２１

豪徳寺１‐２０‐７‐１０１（事務所）
３４２０‐０７３７

さくら い みのる

桜 井 稔
〒１５４‐００２４
三軒茶屋１‐６‐１１
５４８１‐２９２８

え ぐち こ

江口じゅん子
〒１５６‐００４４

赤堤１‐４０‐１３‐３０３
５３００‐２７３５

むら た よし のり

村 田 義 則
〒１５８‐００８１
深沢４‐７‐１２
３７０３‐７２４０

なか ざと みつ お

中 里 光 夫
〒１５５‐００３３

代田２‐３１‐４‐３０３
３７９５‐７０９１

こ いずみ こ

小泉 たま子
〒１５７‐００６８
宇奈根３‐１４‐２８
３４１５‐０３０５

きの した やす ゆき

木 下 泰 之
〒１５５‐００３３

代田４‐２４‐１５‐１０２
５３５５‐１２８３

さ とう み き

佐 藤 美 樹
〒１５６‐００５２
経堂２‐４‐２‐４０２
６３７９‐８３００

あお ぞら

青空 こうじ
〒１５６‐００４１
大原１‐３９‐１
３４８５‐２７２６

まさゆき

すえおか雅之
〒１５７‐００６６
成城４‐１０‐１６
０９０‐９８１３‐５０８２

未
来
あ
ら
た

世

田

谷

み
ん
な
の
党

無

所

属

新

風

２１

無

党

派
・
緑

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

社
会
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

日
本
共
産
党

世
田
谷
区
議
団

公

明

党

世
田
谷
区
議
団

すぎ た みつ のぶ

杉 田 光 信
〒１５７‐００６１
北烏山６‐３２‐１６
３３０８‐４０３３

さ とう ひろ と

佐 藤 弘 人
〒１５７‐００７１
千歳台３‐２１‐１４
３４８２‐７７３２
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自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

上
島

よ
し
も
り
議
員

２７
年
度
予
算
の
編
成
に
対
す
る
方
針

質
問

明
確
な
方
針
を
持
た
ず
八
方
美

人
な
区
政
運
営
を
行
う
区
長
に
区
の
将

来
は
任
せ
ら
れ
な
い
。
区
長
選
を
控
え

る
２７
年
度
予
算
は
、
議
論
が
不
十
分
な

も
の
を
除
い
た
骨
格
的
な
予
算
と
せ
よ
。

区
長

議
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
通

常
予
算
を
編
成
し
た
い
と
考
え
る
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

質
問

災
害
対
策
や
高
齢
者
の
見
守
り

な
ど
の
課
題
解
決
に
地
域
全
体
で
取
り

組
む
た
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
構

築
す
べ
き
だ
。
家
族
や
地
域
の
き
ず
な

の
強
化
に
向
け
た
政
策
を
一
層
進
め
よ
。

政
策
経
営
部
長

区
民
と
と
も
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
を
着
実
に
進
め
る
。

国
家
戦
略
特
区
の
積
極
的
な
活
用

質
問

国
の
成
長
戦
略
に
合
わ
せ
て
区

も
高
い
成
長
目
標
を
掲
げ
、
実
現
に
向

け
て
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
す
べ

き
だ
。
子
育
て
関
連
に
と
ど
ま
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
大
胆
な
提
案
を
行
え
。

副
区
長

分
野
を
問
わ
ず
、
引
き
続
き

特
区
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

区
施
設
の
無
駄
の
な
い
再
配
置
の
徹
底

質
問

区
施
設
を
現
在
の
水
準
で
今
後

３０
年
間
維
持
す
る
た
め
の
改
修
改
築
経

費
は
年
平
均
１６３
億
円
に
も
上
る
。
施
設

総
量
抑
制
に
向
け
、
利
用
率
な
ど
を
評

価
し
無
駄
の
な
い
再
配
置
を
徹
底
せ
よ
。

政
策
経
営
部
長

総
合
的
な
分
析
と
評

価
を
行
い
施
設
の
再
配
置
に
取
り
組
む
。

計
画
的
な
基
金
の
積
み
立
て

質
問

持
続
可
能
な
区
政
運
営
に
は
財

政
基
盤
の
強
化
へ
の
取
り
組
み
が
急
務

だ
。
本
庁
舎
整
備
な
ど
の
巨
額
の
財
政

支
出
を
見
据
え
、
明
確
な
数
値
目
標
を

掲
げ
て
計
画
的
に
基
金
を
積
み
立
て
よ
。

政
策
経
営
部
長

計
画
的
な
積
み
立
て

を
視
野
に
、
２７
年
度
予
算
を
編
成
す
る
。

地
域
と
学
校
の
連
携
の
強
化

質
問

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、

教
員
の
指
導
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
と

の
交
流
も
重
要
だ
。
教
育
基
本
法
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
地
域
と
学
校
の
連
携
を

深
め
る
取
り
組
み
を
一
層
展
開
せ
よ
。

教
育
長

今
後
も
地
域
と
と
も
に
子
ど

も
を
育
て
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
新
た
な
仕
組
み

質
問

意
欲
あ
る
高
齢
者
が
地
域
で
活

躍
で
き
る
社
会
を
構
築
す
べ
き
だ
。
民

間
事
業
者
や
区
内
大
学
と
一
層
連
携
し
、

高
齢
者
の
経
験
や
技
能
を
地
域
貢
献
に

生
か
す
新
た
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
。

副
区
長

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
地
域

社
会
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
。

２０２０
年
東
京
五
輪
の
事
前
合
宿
の
誘
致

質
問

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
よ
う
２０２０
年
東
京
五
輪
選
手
団

の
事
前
合
宿
誘
致
を
再
三
求
め
た
が
、

進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
誘
致
実
現
へ
の

今
後
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示
せ
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
長

実
現
に
向
け
て
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
場
の
整
備
推
進

質
問

上
用
賀
４
丁
目
の
国
有
地
を
取

得
し
、
防
災
機
能
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
備
え
た
都
市
公
園
を
整
備
す
べ

き
だ
。
国
家
戦
略
特
区
制
度
に
よ
る
規

制
緩
和
を
活
用
す
る
な
ど
工
夫
せ
よ
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
長

国
に
提
案
し
て
い
く

方
向
で
、
関
係
所
管
と
調
整
を
図
る
。

子
育
て
家
庭
の
相
談
支
援
の
強
化

質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は

あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
が
子
育

て
世
帯
の
相
談
を
受
け
る
が
、
対
応
は

専
門
機
関
に
つ
な
ぐ
だ
け
だ
。
次
期
子

ど
も
計
画
で
は
相
談
支
援
を
強
化
せ
よ
。

子
ど
も
・
若
者
部
長

関
係
機
関
の
連
携
を

向
上
さ
せ
、
支
援
を
充
実
し
て
い
く
。

震
災
復
興
を
優
先
課
題
と
し
た
対
策

質
問

区
は
基
本
構
想
で
ま
ち
の
復
元

力
の
重
要
性
を
掲
げ
る
一
方
、
震
災
復

興
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
１９
年
以
降
改
定
し
て

い
な
い
。
復
興
を
優
先
課
題
と
し
、
実

践
的
具
体
的
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
せ
。

危
機
管
理
室
長

国
や
都
の
想
定
な
ど

を
踏
ま
え
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
進
め
る
。

危
機
管
理
専
門
担
当
職
の
配
置

質
問

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、

区
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
が
重
要
だ
。

自
衛
隊
出
身
者
な
ど
の
災
害
対
応
の
経

験
が
豊
富
な
人
材
を
、
区
長
直
轄
の
危

機
管
理
専
門
担
当
職
と
し
て
配
置
せ
よ
。

副
区
長

他
自
治
体
の
例
を
研
究
し
つ

つ
、
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

公
明
党
世
田
谷
区
議
団

高
橋

昭
彦
議
員

実
効
性
あ
る
が
ん
対
策
の
推
進

質
問

我
が
党
提
案
の
が
ん
対
策
推
進

条
例
案
が
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
条
例
の
効
果
を
高
め
る

た
め
、
策
定
予
定
の
が
ん
対
策
推
進
計

画
に
実
効
性
あ
る
施
策
を
盛
り
込
め
。

副
区
長

実
効
性
あ
る
施
策
を
盛
り
込

み
、
区
全
体
で
が
ん
対
策
に
取
り
組
む
。

大
介
護
時
代
に
備
え
て
孤
立
ゼ
ロ
へ

質
問

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
世
帯
は
多
く
、
地
域
か
ら
の
孤

立
を
防
ぐ
取
り
組
み
が
急
務
だ
。
立
ち

寄
り
ど
こ
ろ
や
縁
側
の
よ
う
な
気
軽
に

交
流
で
き
る
場
を
地
域
に
確
保
せ
よ
。

副
区
長

身
近
な
地
域
で
支
え
合
う
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。

介
護
離
職
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り
組
み

質
問

介
護
の
た
め
に
離
職
せ
ざ
る
を

得
な
い
人
は
多
い
。
介
護
者
の
状
況
に

応
じ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み

合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
改
善
す
る
な
ど
、

仕
事
と
介
護
の
両
立
を
支
援
せ
よ
。

高
齢
福
祉
部
長

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整

備
を
今
後
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
へ
の
区
長
の
決
意

質
問

危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
す
べ
き
だ
。
区
長
み
ず
か

ら
が
先
頭
に
立
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
絶
対
に
許
さ

な
い
と
い
う
意
思
を
鮮
明
に
打
ち
出
せ
。

区
長

危
険
性
の
広
報
、
正
確
な
知
識

の
啓
発
、
依
存
症
へ
の
対
策
を
進
め
る
。

国
家
戦
略
特
区
指
定
へ
の
働
き
か
け

質
問

国
に
提
案
し
た
「
子
ど
も
・
子

育
て
応
援
特
区
」
が
実
現
す
れ
ば
、
第

２
の
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
整
備
実
現

へ
の
確
実
な
一
歩
と
な
る
。
特
区
指
定

に
向
け
、
国
や
都
に
強
く
働
き
か
け
よ
。

区
長

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
働

き
か
け
、
提
案
の
実
現
に
取
り
組
む
。

映
像
発
祥
の
ま
ち
世
田
谷
の
確
立

質
問

世
田
谷
に
は
ア
ニ
メ
な
ど
の
地

域
資
源
が
多
数
存
在
す
る
。
２０２０
年
東
京

五
輪
開
催
に
向
け
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

映
像
発
祥
の
ま
ち
世
田
谷
を
確
立
せ
よ
。

産
業
政
策
部
長

区
の
魅
力
発
信
に
向

け
、
民
間
の
力
を
活
用
し
て
取
り
組
む
。

保
育
待
機
児
解
消
へ
の
さ
ら
な
る
努
力

質
問

区
は
保
育
待
機
児
解
消
に
向
け

た
努
力
を
行
っ
て
い
る
が
、
大
事
な
の

は
２７
年
４
月
に
実
際
ど
れ
だ
け
待
機
児

を
解
消
で
き
る
か
だ
。
一
層
尽
力
せ
よ
。

子
ど
も
・
若
者
部
長

一
人
で
も
多
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
最
大
限
努
力
す
る
。

「
エ
コ
・
ア
ン
ド
・
ヘ
ル
ス
」
の
推
進

質
問

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
健
康
的

に
暮
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
環
境
政
策
と
健
康
政
策
を

結
び
つ
け
た
「
エ
コ
・
ア
ン
ド
・
ヘ
ル

ス
」
政
策
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。

環
境
対
策
室
長

異
な
る
分
野
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
の
視
点
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

環
境
リ
ノ
ベ
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充

質
問

我
が
党
の
主
張
で
実
現
し
た
環

境
リ
ノ
ベ
事
業
は
、
徐
々
に
実
績
が
上

が
っ
て
い
る
。
対
象
範
囲
の
拡
大
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
も
視

野
に
、
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
れ
。

都
市
整
備
部
長

さ
ら
に
使
い
や
す
い

制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

社
会
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

唐
沢

と
し
み
議
員

消
費
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

質
問

消
費
税
増
税
や
物
価
の
上
昇
は

低
所
得
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

負
担
軽
減
に
向
け
て
就
学
援
助
の
増
額

や
特
定
健
診
の
自
己
負
担
の
見
直
し
な

ど
を
行
い
、
区
民
の
購
買
力
を
高
め
よ
。

副
区
長

必
要
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
と
区
内
経
済
活
性
化
に
取
り
組
む
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
強
化

質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、

支
援
が
必
要
な
人
を
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
視
点
が
重
要
だ
。
相
談
体

制
の
充
実
に
加
え
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
在
宅
介
護
の
支
援
を
強
化
せ
よ
。

高
齢
福
祉
部
長

新
た
な
仕
組
み
を
創

設
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
。

教
科
書
採
択
へ
の
教
員
意
見
の
反
映

質
問

教
科
書
採
択
で
は
現
場
で
直
接

子
ど
も
を
指
導
す
る
教
員
の
意
見
を
一

層
反
映
す
べ
き
だ
。
教
員
が
教
科
書
を

見
比
べ
、
検
討
す
る
機
会
を
充
実
せ
よ
。

教
育
政
策
部
長

多
く
の
教
員
が
教
科

書
採
択
に
か
か
わ
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

区
民
参
加
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
展
開

質
問

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
区
民
の

高
い
関
心
を
区
の
環
境
政
策
に
生
か
す

べ
き
だ
。
次
期
環
境
基
本
計
画
で
は
、

市
民
共
同
型
発
電
所
設
置
な
ど
の
区
民

参
加
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
展
開
せ
よ
。

環
境
対
策
室
長

次
期
計
画
で
区
民
参

加
の
取
り
組
み
の
拡
大
を
検
討
す
る
。

平
和
教
育
の
一
層
の
充
実

質
問

恒
久
平
和
に
向
け
、
区
民
が
平

和
を
つ
く
る
力
を
持
ち
発
信
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
仮
称
せ
た
が
や
平
和
資
料

館
開
設
を
機
に
平
和
教
育
を
充
実
せ
よ
。

生
活
文
化
部
長

平
和
の
と
う
と
さ
な

ど
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

来
期
に
向
け
た
区
長
の
決
意

質
問

今
議
会
の
招
集
挨
拶
の
中
で
、

「
子
ど
も
が
輝
く
参
加
と
協
働
の
ま
ち

世
田
谷
」
の
実
現
に
向
け
た
区
長
の
強

い
決
意
が
示
さ
れ
た
。
来
期
に
向
け
た

区
長
の
決
意
を
改
め
て
示
せ
。

区
長

強
い
決
意
を
持
っ
て
、
引
き
続

き
区
政
を
担
う
重
責
を
果
た
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
世
田
谷
区
議
団

江
口

じ
ゅ
ん
子
議
員

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
へ
の
見
解

質
問

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
の
撤
回
と
、
閣
議
決
定
の
具
体

化
を
図
る
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
改
定

に
向
け
た
作
業
の
中
止
を
強
く
求
め
る

べ
き
だ
。
区
長
の
見
解
を
示
せ
。

区
長

閣
議
決
定
が
具
体
化
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
危
惧
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

２７
年
度
予
算
編
成
へ
の
区
長
の
姿
勢

質
問

消
費
税
増
税
で
区
民
生
活
は
大

変
厳
し
い
状
況
だ
。
区
民
の
暮
ら
し
と

福
祉
を
守
り
、
大
型
開
発
優
先
の
区
政

を
転
換
し
て
保
育
園
増
設
な
ど
の
切
実

な
要
求
に
応
え
る
予
算
を
編
成
せ
よ
。

区
長

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
区
政
を
進
め
る
。

区
内
中
小
企
業
を
守
る
緊
急
経
済
対
策

質
問

円
安
の
進
行
と
消
費
税
増
税
に

よ
る
影
響
で
区
内
中
小
企
業
の
経
営
が

悪
化
し
て
い
る
。
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
環
境
リ
ノ
ベ
事
業
を
地
域
産
業
政
策

に
位
置
づ
け
て
改
善
し
、
利
用
を
促
せ
。

区
長

地
域
経
済
活
性
化
に
資
す
る
よ

う
、
環
境
リ
ノ
ベ
事
業
の
改
善
を
図
る
。

保
育
定
員
の
拡
大
目
標
の
確
実
な
達
成

質
問

保
育
待
機
児
解
消
を
求
め
る
区

民
の
切
実
な
要
望
は
高
ま
っ
て
お
り
、

子
ど
も
の
預
け
先
が
な
く
就
職
を
諦
め

た
と
の
声
も
聞
く
。
３１
年
ま
で
の
保
育

定
員
の
拡
大
目
標
を
確
実
に
達
成
せ
よ
。

副
区
長

保
育
待
機
児
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
全
力
で
進
め
て
い
く
。

区
民
福
祉
を
守
る
区
政
へ
の
転
換

質
問

行
政
改
革
と
は
無
駄
を
削
り
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
だ
が
、
前
区

政
の
行
政
改
革
は
福
祉
を
後
退
さ
せ
た
。

区
民
生
活
を
守
る
た
め
特
定
健
診
や
長

寿
健
診
、
が
ん
検
診
の
負
担
を
見
直
せ
。

保
健
福
祉
部
長

特
定
健
診
な
ど
で
の

低
所
得
者
対
策
の
方
向
性
を
固
め
る
。

小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
推
進

質
問

団
塊
の
世
代
が
７５
歳
を
迎
え
る

２０２５
年
に
は
介
護
施
設
は
一
層
不
足
す
る
。

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
小
規
模
特
養
ホ
ー
ム

を
全
２７
地
区
に
早
急
に
整
備
せ
よ
。

高
齢
福
祉
部
長

介
護
施
設
の
整
備
計

画
で
具
体
的
目
標
数
を
定
め
整
備
す
る
。

低
所
得
者
へ
の
介
護
保
険
料
の
軽
減

質
問

区
は
３
年
に
１
度
の
介
護
保
険

料
改
定
を
２７
年
度
に
実
施
予
定
だ
。
保

険
料
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
応
能
負

担
と
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
徹
底
せ
よ
。

高
齢
福
祉
部
長

低
所
得
者
対
策
を
盛

り
込
む
形
で
条
例
改
正
を
行
い
た
い
。

交
通
不
便
地
域
の
解
消

質
問

区
内
の
交
通
不
便
地
域
の
解
消

が
進
ん
で
い
な
い
。
区
政
の
重
点
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
職
員
体
制
を
強
化

し
て
道
路
の
拡
幅
や
警
察
と
の
協
議
な

ど
の
多
様
な
課
題
の
解
決
に
当
た
れ
。

交
通
政
策
部
長

引
き
続
き
交
通
不
便

地
域
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
。

外
環
道
変
更
案
へ
の
区
民
意
見
の
反
映

質
問

外
環
道
の
地
中
拡
幅
部
の
構
造

な
ど
を
変
更
す
る
案
に
対
し
、
住
民
は

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
や
り
直
し
な
ど

を
求
め
て
い
る
。
区
の
意
見
を
ま
と
め

る
際
に
住
民
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
よ
。

道
路
整
備
部
長

意
見
書
の
提
出
の
際

は
、
区
民
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

１１月２５日及び２６日の本会議で、６名の議員が
それぞれの会派を代表して質問を行いました。
その一部を要約してお伝えします。
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世
田
谷
民
主
党

中
村

公
太
朗
議
員

消
費
税
増
税
先
送
り
へ
の
対
応

質
問

消
費
税
の
１０
％
へ
の
引
き
上
げ

が
先
送
り
さ
れ
、
増
収
が
見
込
め
な
く

な
っ
た
。
区
の
福
祉
施
策
を
維
持
す
る

た
め
の
財
源
は
確
保
で
き
る
の
か
。

政
策
経
営
部
長

社
会
保
障
の
財
源
確

保
に
つ
い
て
は
、
国
に
要
請
し
て
い
く
。

外
郭
団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直
し

質
問

２５
年
度
決
算
で
産
業
振
興
公
社

の
セ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
の
総
事
業
費
が
縮

小
す
る
中
、
事
業
へ
の
補
助
金
が
増
額

さ
れ
た
こ
と
は
外
郭
団
体
の
自
立
と
逆

行
す
る
。
ど
う
改
善
を
図
る
の
か
。

産
業
政
策
部
長

自
主
財
源
を
確
保
で

き
る
よ
う
産
業
振
興
公
社
を
指
導
す
る
。

芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
振
興

質
問

区
の
魅
力
向
上
の
観
点
か
ら
芸

術
文
化
の
振
興
は
重
要
だ
。
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
環
境
の
整
備
に
向
け
、

練
習
の
場
の
確
保
な
ど
を
一
層
進
め
よ
。

生
活
文
化
部
長

今
後
も
世
田
谷
の
演

劇
文
化
の
育
成
、
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

た
ま
が
わ
花
火
大
会
の
事
業
費
の
概
要

質
問

た
ま
が
わ
花
火
大
会
は
世
田
谷

を
代
表
す
る
行
事
だ
が
、
区
は
大
会
実

行
委
員
会
に
毎
年
約
７０００
万
円
も
の
補
助

金
を
支
出
し
て
い
る
と
聞
く
。
当
事
業

の
２６
年
度
の
事
業
費
の
総
額
を
示
せ
。

砧
支
所
長

約
１
億
４２００
万
円
で
あ
り
、

５
割
が
実
行
委
員
会
の
経
費
で
あ
る
。

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
実
施
へ
の
道
筋

質
問

区
長
は
先
の
議
会
で
給
付
型
の

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
最
も
困
難
な

環
境
の
子
ど
も
か
ら
順
次
実
施
す
る
た

め
に
検
討
を
始
め
る
旨
を
答
弁
し
た
。

実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。

子
ど
も
・
若
者
部
長

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示

せ
る
状
況
に
な
い
が
、
検
討
を
進
め
る
。

児
童
養
護
施
設
退
所
者
へ
の
支
援

質
問

児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
に
は
、

退
所
後
の
住
居
確
保
に
際
し
て
保
証
人

を
園
長
に
頼
ま
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
区
が
保
証
を
行
う
制
度

を
検
討
す
る
な
ど
、
支
援
に
取
り
組
め
。

子
ど
も
・
若
者
部
長

地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
可
能
な
支
援
を
検
討
す
る
。

無
所
属
・
世
田
谷
行
革
１１０
番

田
中

優
子
議
員

区
長
や
区
職
員
の
給
与
値
上
げ
の
実
態

質
問

区
長
は
今
議
会
に
自
身
の
給
与

を
値
上
げ
す
る
条
例
改
正
案
を
提
案
し

た
が
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
な
い
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ま
な
い
、
区
長
職

に
腰
を
据
え
な
い
な
ど
の
仕
事
ぶ
り
を

踏
ま
え
れ
ば
、
条
例
改
正
案
を
撤
回
す

べ
き
だ
。
区
職
員
な
ど
の
給
与
を
値
上

げ
す
る
条
例
改
正
案
も
提
案
し
た
が
、

消
費
税
増
税
な
ど
で
区
民
生
活
が
厳
し

く
な
る
中
、
公
務
員
の
恵
ま
れ
た
身
分

保
障
や
区
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮
す
れ

ば
、
値
上
げ
す
べ
き
で
は
な
い
。
条
例

が
改
正
さ
れ
た
場
合
、
区
長
や
区
職
員

な
ど
の
年
収
は
ど
の
程
度
ふ
え
る
の
か
。

総
務
部
長

試
算
で
は
、
区
長
は
２１１８
万

円
か
ら
２１６７
万
円
に
、
副
区
長
は
１６９９
万
円

か
ら
１７３９
万
円
に
、
教
育
長
は
１４４２
万
円
か

ら
１４７６
万
円
に
、
部
長
級
職
員
は
平
均
１１８６

万
円
程
度
か
ら
１２０７
万
円
程
度
に
、
課
長

級
職
員
は
平
均
９８８
万
円
程
度
か
ら
１００５
万

円
程
度
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
る
。

解
釈
改
憲
に
対
す
る
区
長
の
見
解

質
問

安
倍
政
権
の
憲
法
を
軽
ん
じ
た

姿
勢
は
民
主
主
義
の
否
定
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
改
憲
す
る
な
ら
ば
正
規
の

手
続
を
踏
む
べ
き
で
あ
り
解
釈
改
憲
な

ど
大
反
対
だ
が
、
区
長
の
見
解
を
示
せ
。

区
長

最
高
規
範
で
あ
る
憲
法
の
否
定

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

原
発
の
再
稼
働
に
対
す
る
区
長
の
見
解

質
問

政
府
は
原
発
の
再
稼
働
を
進
め

て
い
る
が
、
原
発
事
故
は
多
く
の
国
民

の
生
命
を
脅
か
し
、
生
活
に
大
き
な
影

響
と
損
失
を
及
ぼ
す
た
め
、
再
稼
働
す

べ
き
で
は
な
い
。
区
長
の
見
解
を
示
せ
。

区
長

原
発
は
再
稼
働
す
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
考
え
に
変
更
は
な
い
。

ナ
ン
バ
ー
選
択
制
導
入
へ
の
働
き
か
け

質
問

世
田
谷
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
は
反

対
の
声
も
多
い
。
国
の
制
度
に
従
う
ば

か
り
で
は
な
く
、
地
方
分
権
の
立
場
か

ら
区
長
は
品
川
ナ
ン
バ
ー
も
選
べ
る
よ

う
選
択
制
の
導
入
を
国
に
働
き
か
け
よ
。

区
長

検
討
に
値
す
る
ほ
ど
の
合
理
性

や
利
益
が
十
分
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。

本
文
中
で
使
用
し
て
い
る
省
略
表
記

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
長

�
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
部
長

環
境
対
策
室
長

�
環
境
総
合
対
策
室
長

交
通
政
策
部
長

�
交
通
政
策
担
当
部
長

砧
支
所
長
�
砧
総
合
支
所
長

東
京
五
輪
�
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

環
境
リ
ノ
ベ
事
業

�
環
境
配
慮
型
住
宅
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

番
号
制
度
�
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

板
井

斎
議
員

（
公

明
）

重
度
障
害
児
の
た
め
の
保
育
園
の
整
備

質
問

重
度
の
障
害
児
を
持
つ
親
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
べ
き
だ
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
が
入
園

で
き
る
保
育
園
の
開
設
に
向
け
、
補
助

制
度
を
創
設
し
て
事
業
者
参
入
を
促
せ
。

答
弁

今
後
、
関
係
所
管
で
十
分
な
連

携
を
と
り
検
討
し
て
い
く
。

居
宅
訪
問
型
保
育
の
実
施
体
制
の
構
築

質
問

病
気
な
ど
に
よ
り
集
団
保
育
が

難
し
い
子
ど
も
の
在
宅
保
育
へ
の
支
援

を
充
実
す
べ
き
だ
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
お
け
る
居
宅
訪
問
型
保

育
の
実
施
に
向
け
た
体
制
を
構
築
せ
よ
。

答
弁

関
係
所
管
で
連
携
し
な
が
ら
、

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
の
充
実

質
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
に
は
専
門

機
関
が
必
要
だ
。
区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
わ

り
を
改
め
て
明
確
に
し
、
な
か
ま
ち
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
専
門
機
関
を
設
置
す

る
と
と
も
に
セ
ン
タ
ー
機
能
を
見
直
せ
。

答
弁

セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
、

他
都
市
の
例
も
参
考
に
検
討
す
る
。

小
泉

た
ま
子
議
員

（
新

風
）

地
区
に
お
け
る
役
職
の
兼
職
の
解
消

質
問

地
区
で
は
一
人
の
区
民
が
さ
ま

ざ
ま
な
役
職
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
災
害
時
な
ど
に
全
て
の
役
割
を

一
人
で
担
う
こ
と
は
困
難
だ
。
区
は
実

態
を
把
握
し
、
兼
職
の
解
消
を
図
れ
。

答
弁

各
地
域
、
地
区
の
実
情
を
踏
ま

え
、
改
善
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
く
。

区
が
目
指
す
支
え
合
い
活
動
の
あ
り
方

質
問

区
が
実
施
予
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
３０
分
５００
円
の
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
は
区
民
の
自
主
的
な
支
え
合
い
を

阻
害
す
る
懸
念
が
あ
る
。
区
が
目
指
す

支
え
合
い
の
あ
り
方
を
明
確
に
示
せ
。

答
弁

自
主
的
に
助
け
合
い
、
見
守
り

を
地
域
で
行
う
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。

自
立
し
た
地
域
社
会
の
構
築

質
問

住
民
同
士
の
譲
り
合
い
や
助
け

合
い
に
よ
り
、
子
ど
も
の
声
を
騒
音
で

は
な
く
自
然
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
る
自
立
し
た
地
域
社
会
を
実
現
す

べ
き
だ
。
区
長
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

個
人
の
自
立
と
相
互
扶
助
、
責

任
あ
る
自
治
が
結
び
つ
く
よ
う
努
め
る
。

佐
藤

弘
人
議
員

（
公

明
）

路
地
状
敷
地
へ
の
建
設
規
制
の
強
化

質
問

区
で
は
路
地
状
敷
地
に
お
け
る

大
規
模
長
屋
の
建
設
が
ふ
え
て
お
り
、

防
災
上
問
題
だ
。
地
域
ご
と
に
実
情
に

合
わ
せ
て
住
環
境
条
例
の
適
用
範
囲
を

拡
大
す
る
な
ど
、
規
制
を
強
化
せ
よ
。

答
弁

さ
ら
な
る
規
制
の
可
能
性
な
ど
、

有
効
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

障
害
者
の
就
労
支
援
の
充
実

質
問

障
害
者
へ
の
就
労
支
援
を
一
層

充
実
す
べ
き
だ
。
知
的
障
害
者
の
非
常

勤
職
員
と
し
て
の
雇
用
を
チ
ャ
レ
ン
ジ

雇
用
に
位
置
づ
け
て
積
極
的
に
進
め
、

企
業
へ
の
一
般
就
労
に
つ
な
げ
よ
。

答
弁

最
長
３
年
を
限
度
に
非
常
勤
職

員
と
し
て
の
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
導
入

質
問

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
空
調
設

備
の
冷
却
水
を
利
活
用
し
て
発
電
す
る

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
、
導
入
の
可
能
性
を
探
れ
。

答
弁

ま
ず
は
公
共
施
設
で
の
活
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

三
井

み
ほ
こ
議
員

（
自

民
）

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援

質
問

区
内
で
核
家
族
化
が
進
む
中
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備

が
急
務
だ
。
身
近
で
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
を
確
保
す
る
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら

の
切
れ
目
な
い
継
続
的
な
支
援
を
行
え
。

答
弁

困
難
を
抱
え
た
家
庭
を
地
域
で

継
続
的
に
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
取
り
組
み

質
問

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
食

生
活
の
改
善
が
重
要
だ
。
区
民
が
適
切

な
食
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

区
民
健
診
で
の
食
事
診
断
に
加
え
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
行
え
。

答
弁

区
民
の
食
生
活
の
傾
向
を
調
査

し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実

質
問

特
別
支
援
教
育
は
障
害
児
が
自

分
の
力
で
生
活
で
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
上
で
重
要
だ
。
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

特
別
支
援
学
級
の
一
層
の
整
備
や
学
校

包
括
支
援
員
の
派
遣
拡
充
な
ど
を
行
え
。

答
弁

特
別
支
援
教
育
を
一
層
充
実
し
、

共
生
社
会
の
形
成
の
実
現
を
目
指
す
。

和
田

秀
壽
議
員

（
自

民
）

世
田
谷
９
年
教
育
の
一
層
の
推
進

質
問

国
は
小
中
一
貫
教
育
の
制
度
化

の
方
針
を
示
し
た
が
、
区
で
は
近
隣
の

小
中
学
校
が
学
び
舎
を
構
成
し
て
活
動

す
る
世
田
谷
９
年
教
育
を
進
め
て
い
る
。

国
の
動
き
と
ど
う
整
合
を
図
る
の
か
。

答
弁

国
の
動
向
を
注
視
し
、
質
の
高

い
教
育
を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め
る
。

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
施
設
複
合
化

質
問

区
は
公
共
施
設
の
複
合
化
を
進

め
る
中
で
、
学
校
施
設
と
公
共
施
設
の

複
合
化
も
図
る
と
し
て
い
る
。
児
童
生

徒
の
教
育
環
境
を
確
保
し
た
上
で
、
地

域
の
実
情
も
十
分
考
慮
し
て
取
り
組
め
。

答
弁

学
校
周
辺
施
設
の
状
況
も
踏
ま

え
効
果
的
な
複
合
化
を
検
討
し
て
い
る
。

公
園
や
児
童
館
の
空
白
地
域
の
解
消

質
問

公
園
や
児
童
館
は
、
特
に
子
育

て
世
帯
に
と
っ
て
重
要
な
公
共
施
設
だ
。

区
長
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
都
市

」
を
目
指
す
の
な
ら
ば
、
区
内
の
公
園

や
児
童
館
の
空
白
地
域
を
解
消
せ
よ
。

答
弁

多
様
な
手
法
で
の
再
配
置
の
可

能
性
を
検
討
し
適
正
な
配
置
に
努
め
る
。

路路上上禁禁煙煙地地区区をを示示すす掲掲示示板板（（東東京京農農大大周周辺辺
及及びび農農大大通通りり））
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風
間

ゆ
た
か
議
員

（
民

主
）

学
校
の
安
全
対
策
を
よ
り
充
実
せ
よ

質
問

池
之
上
小
女
児
の
交
通
死
亡
事

故
を
踏
ま
え
、
よ
り
安
全
な
学
校
を
目

指
し
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
の
認
証
を
取
得
せ
よ
。

答
弁

豊
島
区
の
事
例
を
学
び
、
導
入

の
可
能
性
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

保
育
待
機
児
解
消
に
多
様
な
手
法
を

質
問

現
状
の
ペ
ー
ス
で
は
待
機
児
は

減
少
す
ら
危
う
い
。
区
は
新
た
な
手
法

と
し
て
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
へ
の
認

定
子
ど
も
園
整
備
や
都
立
公
園
へ
の
保

育
園
整
備
に
加
え
、
文
京
区
の
空
き
家

対
策
事
業
を
参
考
に
小
規
模
保
育
等
の

整
備
を
進
め
、
待
機
児
解
消
に
努
め
よ
。

答
弁

あ
ら
ゆ
る
保
育
施
設
で
の
空
き

家
の
活
用
に
つ
い
て
可
能
性
を
探
る
。

不
妊
治
療
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行
え

質
問

国
は
特
定
不
妊
治
療
の
助
成
に

年
齢
制
限
を
設
け
た
が
、
少
子
化
が
進

む
現
状
を
踏
ま
え
、
区
は
産
み
た
い
人

に
は
、
よ
り
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

答
弁

引
き
続
き
国
な
ど
の
動
向
を
注

視
し
区
の
助
成
事
業
の
周
知
に
努
め
る
。

世世田田谷谷区区民民文文化化祭祭「「世世田田谷谷合合唱唱祭祭」」のの様様子子（（世世田田谷谷区区民民会会館館））

ひ
う
ち

優
子
議
員

（
世
田
谷
）

自
転
車
安
全
利
用
の
啓
発
の
強
化

質
問

大
人
へ
の
自
転
車
安
全
利
用
の

啓
発
が
急
務
だ
。
事
故
を
目
前
で
再
現

し
、
恐
怖
を
実
感
さ
せ
て
危
険
行
為
抑

止
を
図
る
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
ー
ト

方
式
の
出
前
型
交
通
安
全
教
室
を
行
え
。

答
弁

場
所
や
参
加
者
の
確
保
な
ど
の

課
題
へ
の
対
応
を
含
め
、
検
討
す
る
。

自
転
車
保
険
の
加
入
促
進

質
問

自
転
車
が
加
害
者
と
な
っ
た
交

通
事
故
で
高
額
の
賠
償
金
が
請
求
さ
れ

る
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。
交
通
安
全

教
室
で
周
知
を
強
化
す
る
な
ど
、
自
転

車
保
険
の
加
入
促
進
に
一
層
取
り
組
め
。

答
弁

自
転
車
安
全
利
用
啓
発
を
幅
広

く
進
め
る
中
で
加
入
促
進
に
取
り
組
む
。

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

質
問

自
転
車
事
故
が
生
じ
た
際
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、
頭
部

へ
の
衝
撃
は
大
幅
に
軽
減
し
、
死
亡
す

る
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
。
特
に
幼
児
へ

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
周
知
徹
底
せ
よ
。

答
弁

自
転
車
安
全
教
室
で
効
果
を
説

明
す
る
な
ど
、
着
用
推
進
に
取
り
組
む
。

佐
藤

美
樹
議
員

（
あ
ら
た
）

小
規
模
保
育
施
設
移
行
審
査
の
改
善

質
問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

で
の
小
規
模
保
育
施
設
へ
の
移
行
に
係

る
審
査
の
際
の
、「
保
育
の
質
の
担
保
」

を
確
認
す
る
た
め
に
直
接
関
係
の
な
い

過
度
な
提
出
書
類
は
見
直
す
べ
き
。

答
弁

質
の
高
い
保
育
を
基
本
に
、
施

設
規
模
な
ど
に
よ
り
見
直
し
を
図
っ
た
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
へ
の
備
え

質
問

先
の
震
災
時
に
、
家
や
避
難
所

の
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
る
等
の
ト
イ

レ
難
民
が
発
生
し
た
。
家
庭
で
の
簡
易

ト
イ
レ
の
備
え
と
自
助
へ
の
啓
発
を
含

め
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
に
対
応
せ
よ
。

答
弁

簡
易
ト
イ
レ
備
蓄
を
呼
び
か
け

る
な
ど
、
引
き
続
き
対
策
に
取
り
組
む
。

公
金
運
用
で
の
運
用
益
の
向
上

質
問

公
金
運
用
で
は
安
全
性
と
共
に

運
用
益
向
上
の
観
点
も
重
要
だ
。
ラ
ダ

ー
型
で
運
用
し
て
い
る
債
券
で
満
期
と

な
る
も
の
を
高
利
回
り
の
長
期
・
超
長

期
債
券
に
切
り
替
え
る
な
ど
工
夫
せ
よ
。

答
弁

収
益
性
追
求
も
重
要
と
考
え
て

お
り
、
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
に
努
め
る
。

青
空

こ
う
じ
議
員

（
無
所
属
）

被
災
地
支
援
活
動
の
さ
ら
な
る
周
知

質
問

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

今
も
な
お
復
興
活
動
が
続
い
て
い
る
が
、

区
民
の
被
災
地
支
援
へ
の
思
い
は
薄
れ

つ
つ
あ
る
。
被
災
地
の
現
状
や
被
災
地

支
援
活
動
の
状
況
を
一
層
周
知
せ
よ
。

答
弁

支
援
を
継
続
す
る
区
民
の
気
持

ち
の
醸
成
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
む
。

土
曜
日
授
業
に
よ
る
学
校
公
開
の
推
進

質
問

区
立
校
の
一
部
で
実
施
し
て
い

る
土
曜
日
授
業
を
通
し
た
学
校
公
開
の

取
り
組
み
は
平
日
に
来
ら
れ
な
い
親
な

ど
が
学
校
の
様
子
を
見
学
で
き
る
機
会

と
な
り
有
意
義
だ
。
積
極
的
に
進
め
よ
。

答
弁

土
曜
日
授
業
を
通
し
地
域
と
と

も
に
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
を
進
め
る
。

教
員
の
研
究
発
表
の
機
会
拡
充

質
問

先
日
参
加
し
た
区
立
校
の
研
究

発
表
会
で
は
、
研
究
校
の
教
員
が
工
夫

し
て
課
題
に
取
り
組
み
生
き
生
き
と
成

果
を
発
表
し
て
い
た
。
全
校
が
研
究
発

表
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
せ
よ
。

答
弁

ど
の
学
校
で
も
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

福
田

妙
美
議
員

（
公

明
）

遺
体
保
管
所
設
置
に
お
け
る
事
前
協
議

質
問

他
区
で
は
住
宅
街
に
遺
体
保
管

所
が
設
置
さ
れ
住
民
と
紛
争
に
な
っ
た

例
が
あ
る
。
区
内
で
同
様
の
事
態
が
生

じ
な
い
よ
う
、
保
管
所
設
置
に
際
し
て

は
住
民
と
の
事
前
協
議
を
義
務
づ
け
よ
。

答
弁

管
理
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
協

議
を
定
め
る
要
綱
の
策
定
を
検
討
す
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
の
強
化

質
問

飲
酒
に
よ
る
健
康
障
害
が
ふ
え

る
中
、
特
に
子
育
て
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
若
い
女
性
の
多
量
飲
酒
が
急
増

し
て
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対

策
基
本
法
を
踏
ま
え
対
策
を
強
化
せ
よ
。

答
弁

医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
予
防
を
進
め
る
。

乳
が
ん
検
診
へ
の
超
音
波
検
査
の
導
入

質
問

区
の
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

は
都
の
平
均
よ
り
も
多
く
、
対
策
の
強

化
が
急
務
だ
。
乳
が
ん
検
診
の
検
査
精

度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
品
川
区
に
倣

い
区
も
超
音
波
検
査
を
導
入
せ
よ
。

答
弁

国
の
指
針
に
超
音
波
検
査
が
盛

り
込
ま
れ
た
際
は
速
や
か
に
対
応
す
る
。

植
田

靖
子
議
員

（
生
ネ
社
）

区
立
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実

質
問

区
立
図
書
館
の
区
民
１
人
当
た

り
の
蔵
書
数
は
２３
区
中
２２
位
と
い
う
少

な
さ
だ
。
区
民
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
動

き
を
踏
ま
え
図
書
の
鮮
度
を
保
持
す
る

具
体
的
な
蔵
書
計
画
を
立
て
充
実
せ
よ
。

答
弁

蔵
書
な
ど
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
図
書
資
料
の
更
新
に
努
め
る
。

区
民
参
加
に
よ
る
図
書
館
づ
く
り

質
問

区
民
に
愛
さ
れ
、
区
民
と
と
も

に
発
展
す
る
図
書
館
づ
く
り
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。
読
書
会
や
講
演
会
を
区
民

と
と
も
に
企
画
す
る
な
ど
、
区
民
参
加

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

答
弁

区
民
協
議
会
な
ど
運
営
を
支
え

る
仕
組
み
も
視
野
に
、
検
討
を
進
め
る
。

空
き
家
活
用
の
促
進
へ
の
取
り
組
み

質
問

空
き
家
の
所
有
者
に
多
様
な
活

用
例
を
知
っ
て
も
ら
い
空
き
家
の
有
効

活
用
に
つ
な
げ
る
べ
き
。
先
進
事
例
の

見
学
会
実
施
や
所
有
者
な
ど
の
定
期
的

な
情
報
交
換
の
場
の
拡
充
に
取
り
組
め
。

答
弁

引
き
続
き
、
意
見
交
換
会
な
ど

を
通
じ
て
情
報
発
信
に
努
め
る
。

あ
べ

力
也
議
員

（
減

税
）

来
庁
困
難
な
高
齢
者
へ
の
対
応
改
善
を

質
問

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
来

庁
が
困
難
な
区
民
が
増
加
す
る
こ
と
を

見
据
え
、
来
庁
を
前
提
と
し
た
区
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
設
計
を
見
直
す
べ

き
だ
。
出
前
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
せ
よ
。

答
弁

個
人
情
報
保
護
や
人
員
体
制
な

ど
の
課
題
を
踏
ま
え
対
応
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
向
け
情
報
ア
プ
リ
を
導
入
せ
よ

質
問

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
必
要
な

支
援
に
係
る
正
確
な
情
報
を
手
軽
に
入

手
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
工
夫
す
べ
き
だ
。
区
は
高
齢
者

向
け
の
情
報
ア
プ
リ
を
導
入
せ
よ
。

答
弁

高
齢
者
向
け
の
情
報
ア
プ
リ
の

構
築
に
向
け
、
庁
内
で
検
討
を
始
め
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
の
交
付
実
現
を

質
問

多
く
の
自
治
体
が
コ
ン
ビ
ニ
で

の
証
明
書
の
自
動
交
付
を
導
入
し
て
お

り
、
杉
並
区
で
も
導
入
す
る
と
聞
く
。

利
便
性
の
向
上
に
向
け
、
番
号
制
度
の

開
始
に
合
わ
せ
て
区
も
導
入
せ
よ
。

答
弁

番
号
制
度
導
入
後
の
早
い
段
階

で
の
導
入
に
向
け
、
検
討
す
る
。

津
上

仁
志
議
員

（
公

明
）

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進

質
問

町
会
や
自
治
会
と
協
力
し
て
通

学
路
の
防
犯
対
策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
助
成
の
対
象
拡
大

を
機
に
、
設
置
場
所
に
係
る
相
談
支
援

な
ど
を
行
い
、
設
置
を
促
進
せ
よ
。

答
弁

設
置
や
管
理
に
係
る
費
用
の
説

明
な
ど
を
行
い
、
普
及
促
進
に
努
め
る
。

バ
ス
停
へ
の
ベ
ン
チ
の
設
置
拡
大

質
問

三
軒
茶
屋
駅
周
辺
は
歩
道
が
狭

く
ベ
ン
チ
が
あ
る
バ
ス
停
は
１
カ
所
の

み
だ
。
バ
ス
利
用
者
や
買
い
物
途
中
の

高
齢
者
が
休
め
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
し
設
置
に
向
け
具
体
的
に
取
り
組
め
。

答
弁

世
田
谷
通
り
の
成
城
方
面
バ
ス

停
へ
の
設
置
に
向
け
、
最
終
調
整
中
だ
。

三
軒
茶
屋
駅
前
へ
の
図
書
館
機
能
設
置

質
問

図
書
館
の
利
用
率
向
上
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
。
鉄
道
乗
降
客
が
区

内
最
大
で
周
辺
に
図
書
館
の
な
い
三
軒

茶
屋
駅
の
駅
前
に
図
書
館
の
一
部
機
能

を
担
う
図
書
館
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
け
よ
。

答
弁

三
軒
茶
屋
な
ど
の
広
域
生
活
・

文
化
拠
点
の
地
域
へ
の
整
備
を
目
指
す
。

高
岡

じ
ゅ
ん
子
議
員

（
生
ネ
社
）

原
子
力
災
害
か
ら
区
民
を
守
る
方
策

質
問

川
崎
市
に
は
原
子
力
技
術
研
究

所
が
あ
る
。
隣
接
す
る
区
と
し
て
、
当

施
設
で
の
事
故
発
生
時
に
原
子
力
災
害

か
ら
区
民
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
方

策
を
地
域
防
災
計
画
に
盛
り
込
め
。

答
弁

川
崎
市
と
連
携
を
図
る
中
で
具

体
策
を
学
び
、
対
応
策
の
充
実
を
図
る
。

地
域
と
連
携
し
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

質
問

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
だ
。
地
域
ご

と
に
高
齢
者
福
祉
の
将
来
像
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
、
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
必
要
な
施
設
を
整
備
せ
よ
。

答
弁

地
域
住
民
と
の
協
議
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
運
用

質
問

在
宅
介
護
を
支
え
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
運
用
に
向
け
、

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
定
着
を
一
層
支

援
す
べ
き
だ
。
現
場
の
介
護
職
員
の
実

情
を
把
握
し
、
相
談
支
援
を
強
化
せ
よ
。

答
弁

今
後
と
も
職
員
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
に
努
め
る
。

中
里

光
夫
議
員

（
共

産
）

住
民
合
意
の
な
い
道
路
整
備
の
見
直
し

質
問

明
大
前
駅
駅
前
広
場
見
直
し
な

ど
を
求
め
る
声
が
あ
る
中
、
京
王
線
連

立
事
業
に
係
る
都
市
計
画
道
路
を
事
業

認
可
し
た
の
は
拙
速
。
住
民
合
意
を
前

提
に
進
め
る
こ
と
を
原
則
と
せ
よ
。

答
弁

地
権
者
へ
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
進
め
る
な
ど
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

下
北
沢
補
助
５４
号
線
の
整
備
見
直
し

質
問

下
北
沢
の
ま
ち
の
分
断
に
つ
な

が
る
補
助
５４
号
線
の
整
備
へ
の
反
対
意

見
は
多
く
整
備
を
見
直
す
べ
き
だ
。
住

民
合
意
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
第
２
期

３
期
部
分
の
事
業
認
可
申
請
は
や
め
よ
。

答
弁

事
業
化
は
第
１
期
区
間
の
進
捗

や
財
源
な
ど
を
踏
ま
え
、
精
査
す
る
。

道
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
見
直
し

質
問

道
路
整
備
は
、
区
民
が
望
む
狭

く
て
危
険
な
道
路
の
解
消
な
ど
、
地
先

道
路
の
整
備
に
こ
そ
優
先
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に

偏
っ
た
道
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
見
直
せ
。

答
弁

引
き
続
き
都
市
計
画
道
路
や
地

先
道
路
の
整
備
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
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て
る
や

里
美
議
員

（
生
ネ
社
）

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の
支
援
充
実

質
問

国
が
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も

に
対
す
る
学
習
支
援
へ
の
財
源
を
確
保

し
た
こ
と
を
機
に
、
区
の
支
援
事
業
の

拡
充
や
進
学
支
援
の
充
実
と
と
も
に
生

活
支
援
な
ど
包
括
的
支
援
に
取
り
組
め
。

答
弁

学
習
支
援
の
充
実
に
向
け
、
関

係
所
管
で
連
携
し
て
検
討
を
進
め
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の
支
援

質
問

調
査
で
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど

も
の
孤
食
や
栄
養
不
足
の
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
子

ど
も
の
生
活
や
学
習
を
支
え
る
居
場
所

づ
く
り
や
継
続
へ
の
支
援
に
取
り
組
め
。

答
弁

区
の
実
情
に
合
っ
た
子
ど
も
の

支
援
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

地
域
人
材
を
生
か
す
仕
組
み
の
充
実

質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は

地
域
人
材
を
地
域
活
動
に
つ
な
ぐ
機
能

を
充
実
す
べ
き
だ
。
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
人
材
バ
ン
ク
機
能
を
設
け
、

身
近
な
相
談
の
場
と
し
て
周
知
せ
よ
。

答
弁

社
会
福
祉
協
議
会
が
人
材
バ
ン

ク
機
能
を
担
い
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

す
え
お
か

雅
之
議
員

（
み
ん
な
）

待
機
児
童
対
策
の
違
法
性
に
つ
い
て

質
問

児
童
福
祉
法
は
認
可
保
育
園
に

入
れ
な
い
児
童
へ
の
適
切
な
保
護
の
必

要
性
を
定
め
て
い
る
が
、
区
は
多
く
の

待
機
児
を
別
の
保
育
施
設
に
入
所
さ
せ

ら
れ
て
い
な
い
。
違
法
で
は
な
い
の
か
。

答
弁

違
法
と
の
認
識
は
な
い
が
法
の

趣
旨
を
肝
に
銘
じ
施
設
整
備
を
進
め
る
。

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
適
切
な
対
応

質
問

区
は
保
育
待
機
児
に
対
し
て
法

に
基
づ
く
適
切
な
保
護
を
行
う
べ
き
だ
。

行
政
の
認
可
や
認
証
の
あ
る
保
育
施
設

へ
の
入
所
の
代
替
手
段
と
し
て
、
ベ
ビ

ー
ホ
テ
ル
な
ど
の
利
用
料
を
補
助
せ
よ
。

答
弁

ま
ず
は
一
人
で
も
多
く
の
定
員

を
確
保
す
る
よ
う
最
大
限
努
力
す
る
。

空
き
家
対
策
の
条
例
骨
子
案
の
修
正

質
問

区
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

条
例
案
を
検
討
す
べ
き
だ
。
緊
急
時
に

は
所
有
者
の
同
意
の
有
無
を
問
わ
ず
区

が
必
要
最
小
限
の
措
置
を
行
え
、
費
用

を
徴
収
で
き
る
規
定
を
盛
り
込
め
。

答
弁

所
有
者
に
、
迅
速
に
適
正
管
理

を
行
う
よ
う
指
導
す
る
考
え
で
あ
る
。

石
川

征
男
議
員

（
自

民
）

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進

質
問

区
は
２７
年
度
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
係
る
補
助
の
対
象
を
町
会
や

自
治
会
に
も
拡
大
す
る
。
安
全
安
心
な

ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
設
置
促
進
へ
の

啓
発
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
め
。

答
弁

設
置
に
向
け
た
検
討
が
広
が
る

よ
う
き
め
細
や
か
な
説
明
を
心
が
け
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
制
度
の
改
善

質
問

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
へ
の
補
助
金

は
設
置
後
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
一
時

的
と
は
い
え
設
置
者
の
負
担
が
大
き
い
。

費
用
の
負
担
を
理
由
に
設
置
を
見
送
る

団
体
が
出
な
い
よ
う
制
度
を
改
善
せ
よ
。

答
弁

補
助
金
の
支
出
方
法
な
ど
も
含

め
、
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
て
い
く
。

受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
た
分
煙
の
推
進

質
問

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に

は
分
煙
の
視
点
を
重
視
し
て
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
路
上
禁
煙

地
区
の
指
定
拡
大
と
並
行
し
、
指
定
喫

煙
場
所
の
整
備
に
も
取
り
組
め
。

答
弁

庁
内
に
た
ば
こ
に
関
す
る
検
討

会
を
設
け
、
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

桃
野

よ
し
ふ
み
議
員

（
Ｆ
行
革
）

不
要
な
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
監
視
事
業

質
問

区
は
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
な
ど

の
監
視
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
結
果

を
見
る
と
事
業
の
必
要
性
が
低
い
上
に

特
定
の
事
業
者
と
の
随
意
契
約
を
続
け

て
い
る
。
事
業
を
早
急
に
見
直
せ
。

答
弁

契
約
見
直
し
を
視
野
に
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
育
成
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
拡
大
へ
の
対
応

質
問

区
の
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
な
ど

の
監
視
事
業
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿
さ

れ
る
内
容
は
監
視
で
き
な
い
。
監
視
の

行
き
届
か
な
い
領
域
が
急
拡
大
し
て
い

る
事
態
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
な
ど

の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
充
実

質
問

子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
に
は
、

区
が
サ
イ
ト
を
監
視
す
る
の
で
は
な
く
、

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
こ
そ
充
実
す

べ
き
だ
。
今
後
の
方
向
性
を
示
せ
。

答
弁

教
育
活
動
全
般
を
通
し
て
子
ど

も
の
心
を
育
て
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

上
川

あ
や
議
員

（

虹

）

裁
判
員
へ
の
支
援
策
ゼ
ロ
を
改
め
よ

質
問

裁
判
員
の
辞
退
率
は
６４
％
と
高

く
、
従
事
が
困
難
な
障
害
者
、
要
介
護

高
齢
者
や
そ
の
家
族
、
乳
幼
児
の
保
護

者
へ
の
支
援
が
必
要
だ
。
都
内
１７
区
は

支
援
策
を
持
つ
。
区
も
無
策
を
改
め
よ
。

答
弁

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
支
援
の
対

象
者
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

自
転
車
通
勤
職
員
の
保
険
加
入
義
務
化

質
問

区
は
１２６５
人
の
職
員
に
自
転
車
通

勤
で
手
当
を
出
し
て
い
る
が
通
勤
途
上
、

加
害
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
区
も
使
用
者

責
任
か
ら
賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性
が

出
て
く
る
。
保
険
加
入
を
義
務
づ
け
よ
。

答
弁

安
全
運
転
を
啓
発
す
る
と
と
も

に
保
険
加
入
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
の
制
限
の
撤
廃

質
問

先
の
議
会
で
区
は
手
話
通
訳
者

派
遣
の
上
限
に
「
利
用
し
に
く
い
」
と

の
声
が
あ
る
と
認
め
た
。
こ
れ
は
差
別

解
消
法
が
禁
じ
る
差
別
の
一
類
型
「
利

用
し
に
く
い
制
度
」
だ
。
上
限
撤
廃
を
。

答
弁

財
政
的
課
題
も
あ
る
が
、
よ
り

よ
い
制
度
設
計
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

上
山

な
お
の
り
議
員

（
自

民
）

道
徳
の
教
科
化
に
向
け
た
取
り
組
み

質
問

道
徳
は
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

上
で
重
要
だ
。
国
が
道
徳
の
教
科
化
を

目
指
し
て
配
付
し
た
新
た
な
教
材
「
私

た
ち
の
道
徳
」
を
し
っ
か
り
と
活
用
し
、

教
科
化
に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
め
。

答
弁

新
た
な
道
徳
教
育
の
考
え
方
に

対
応
で
き
る
よ
う
学
校
を
指
導
す
る
。

子
ど
も
の
体
力
向
上
策
の
強
化

質
問

子
ど
も
の
体
力
は
低
下
し
て
お

り
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
改
善
を
図
る

べ
き
だ
。
区
は
子
ど
も
の
体
力
向
上
に

係
る
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
取
り
組
み
を
行
え
。

答
弁

２７
年
度
は
モ
デ
ル
校
を
選
定
し
、

提
言
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
実
践
す
る
。

避
難
所
変
更
の
際
の
き
め
細
か
な
対
応

質
問

区
立
校
が
改
築
中
の
場
合
は
、

別
の
場
所
を
避
難
所
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
に
な
る
。
避
難
所
の
場
所
や
運
営

方
法
な
ど
の
変
更
を
地
域
防
災
計
画
に

反
映
し
、
区
民
に
も
十
分
周
知
せ
よ
。

答
弁

関
係
部
署
が
連
携
し
て
適
切
に

対
応
し
、
区
民
へ
の
周
知
も
徹
底
す
る
。

下
山

芳
男
議
員

（
自

民
）

職
員
定
数
適
正
化
の
取
り
組
み

質
問

我
が
会
派
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

１８
年
間
で
職
員
を
１３９８
名
削
減
し
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
地
区

展
開
な
ど
で
も
効
率
的
な
行
政
運
営
を

行
い
、
職
員
定
数
の
適
正
化
に
努
め
よ
。

答
弁

重
点
事
業
に
人
員
を
投
入
し
つ

つ
、
引
き
続
き
定
員
適
正
化
を
進
め
る
。

現
業
職
の
定
数
適
正
化
の
取
り
組
み

質
問

職
員
定
数
適
正
化
を
図
る
上
で

現
業
職
の
定
数
削
減
は
大
き
な
課
題
だ
。

災
害
時
な
ど
現
業
職
が
担
う
べ
き
業
務

を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
退
職
不
補
充
の

方
針
を
基
本
に
定
数
削
減
に
取
り
組
め
。

答
弁

現
業
職
は
退
職
不
補
充
を
基
本

に
、
必
要
最
小
限
の
採
用
を
行
う
。

い
じ
め
の
実
態
の
適
切
な
把
握

質
問

２５
年
度
に
都
が
実
施
し
た
い
じ

め
に
関
す
る
調
査
の
結
果
で
は
、
区
立

小
１
校
当
た
り
の
い
じ
め
の
認
知
件
数

が
他
区
に
比
べ
極
端
に
少
な
い
。
子
ど

も
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
せ
よ
。

答
弁

い
じ
め
の
認
知
に
関
し
て
は
、

改
め
て
学
校
に
指
導
を
徹
底
す
る
。エエネネフフェェススせせたたががやや２２００１１４４

「「たたののししいい科科学学実実験験教教室室」」のの様様子子

あ
べ

弘
幸
議
員

（
自

民
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は

あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
が
障
害

者
な
ど
の
相
談
も
受
け
る
が
、
受
託
法

人
に
は
高
齢
者
事
業
以
外
の
経
験
が
な

い
法
人
も
い
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁

新
た
な
業
務
に
係
る
研
修
や
人

材
育
成
を
行
い
、
準
備
を
進
め
る
。

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
の
取
り
組
み

質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、

医
療
と
介
護
の
連
携
が
重
要
だ
。
国
の

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
基

づ
き
、
医
療
機
関
と
介
護
施
設
の
マ
ッ

プ
の
作
成
や
連
携
拠
点
の
設
置
を
行
え
。

答
弁

国
が
示
す
事
業
内
容
な
ど
を
注

視
し
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

「
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン
」
事
業
の
支
援

質
問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
用

賀
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
行
う
「
あ
っ
た
か

サ
ロ
ン
」
事
業
へ
の
評
価
が
高
い
。
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
重
要
な

当
該
事
業
を
区
は
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

答
弁

区
の
お
し
ら
せ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を

初
め
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援
に
努
め
る
。

区区議議会会をを傍傍聴聴ししててみみまませせんんかか
本会議や常任委員会、特別委員会は、どなたでも傍聴でき
ます。ぜひお越しになり、直接、会議の様子をごらんくださ
い。
傍聴席は、本会議場に６９席、委員会室に６席（予算・決算
特別委員会室は１２席）用意してあります。車いすでの傍聴も
できます。
本会議や委員会の開催日については、区議会ホームページ
でご確認いただくか、区議会事務局にお問い合わせください。
なお、定例会の会期については、区のおしらせにも掲載して
います。

◇傍聴する場合

区議会事務局の傍聴受付で住所と氏名を記入し、傍聴券の
交付を受けてください。

◇傍聴のお問い合わせ先

区議会事務局庶務係
ＴＥＬ（５４３２）２７７２
ＦＡＸ（５４３２）３０３０

木
下

泰
之
議
員

（

緑

）

下
北
沢
再
開
発
へ
の
区
長
発
言
の
変
移

質
問

区
長
は
下
北
沢
の
補
助
５４
号
線

と
高
層
再
開
発
を
石
原
都
政
と
小
泉
改

革
の
醜
悪
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
破
壊
と

評
し
、
区
長
選
時
に
事
業
の
見
直
し
を

表
明
し
た
。
こ
の
事
実
を
認
め
る
か
。

答
弁

発
言
趣
旨
は
認
め
る
が
継
続
性

の
点
で
前
区
政
の
９５
％
を
引
き
継
い
だ
。

違
法
根
拠
に
下
北
沢
再
開
発
見
直
し
を

質
問

昭
和
３９
年
の
小
田
急
線
複
々
線

事
業
の
都
市
計
画
決
定
が
虚
偽
で
補
助

５４
号
線
都
市
計
画
決
定
の
違
法
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
違
法
事
業
は
見
直
し

必
須
。
区
長
見
解
や
検
討
状
況
を
示
せ
。

答
弁

現
在
係
争
中
の
事
項
で
あ
り
、

区
と
し
て
答
弁
す
る
こ
と
は
控
え
る
。

ひ

ば
く

内
部
被
曝
防
止
に
向
け
土
壌
調
査
を

質
問

羽
根
木
公
園
の
土
壌
か
ら
原
子

炉
等
規
制
法
基
準
超
の
放
射
性
物
質
検

出
の
民
間
調
査
報
告
が
あ
っ
た
。
内
部

ひ

ば
く

被
曝
防
止
の
た
め
泥
遊
び
等
へ
の
注
意

喚
起
を
す
べ
き
。
土
壌
調
査
を
行
え
。

答
弁

土
壌
中
の
検
査
は
予
定
し
て
お

ら
ず
、
空
間
放
射
線
量
測
定
を
続
け
る
。
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賛
成
多
数

（

）

日議会 誌
●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

１
件

（
全
員
賛
成
）

い

と
う
や
す

こ

伊
藤
靖
子
氏
を
候
補
者
と
し
て
法
務

大
臣
あ
て
に
推
薦
す
る
こ
と
を
可
と

す
る
。

●
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

１
件

（
全
員
賛
成
）

い
の
う
え

た
け
し

井
上

健
（
新
任
）

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

の
審
議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

◆
趣
旨
採
択
し
た
も
の

１
件

○
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽

減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見
書
等

の
提
出
に
関
す
る
請
願

（
全
員
賛
成
）

◆
不
採
択
と
し
た
も
の

１
件

○
長
期
在
留
す
る
非
正
規
滞
在
外
国
人

住
民
を
正
規
化
し
、
誰
も
が
希
望
の

持
て
る
社
会
を
築
く
た
め
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情

賛
成
�
自
民
、
公
明
、
民
主
、
Ｆ
行
革
、
新
風
、

減
税
、
世
田
谷
、
あ
ら
た
、
み
ん
な
、
無
所
属

反
対
�
生
ネ
社
、
共
産
、
緑
、
虹

�
賛
否
は
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
対

す
る
も
の
。

◆
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
も
の

２
件

○
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
等
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
（
全
員
賛
成
）

○
周
辺
の
住
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
単
身
者
向
け
ワ
ン
ル
ー
ム
集
合

住
宅
の
建
設
を
規
制
す
る
為
の
条
例

制
定
に
関
す
る
陳
情

（
全
員
賛
成
）

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
企
画
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

２
件

○
婚
外
子
差
別
撤
廃
を
国
に
要
望
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

○
政
府
と
国
会
に
対
し
、
消
費
税
１０
％

へ
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
実
施
先
送

り
で
な
く
中
止
と
し
、
税
制
の
あ
り

方
を
見
直
す
こ
と
を
要
請
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◆
都
市
整
備
常
任
委
員
会
に
付
託

２
件

○
葬
祭
場
等
設
置
に
係
わ
る
近
隣
関
係

住
民
等
と
の
調
整
に
関
す
る
条
例
等

の
整
備
を
求
め
る
陳
情

○
中
町
５
丁
目
計
画
の
説
明
会
開
催
に

関
す
る
陳
情

◆
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

１
件

○
慰
安
婦
問
題
に
関
し
て
正
し
い
歴
史

教
育
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
陳
情

◆
公
共
交
通
機
関
対
策
等
特
別
委
員
会

に
付
託

１
件

○
外
環
道
の
東
名
以
南
の
着
手
不
能
の

事
態
に
世
田
谷
区
議
会
が
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め

る
陳
情要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望

書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
機

関
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減

措
置
等
の
継
続
を
求
め
る
要
望
書

区
民
や
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
長
期
的
な
景
気
の
低
迷
に
加

え
、
世
界
的
規
模
の
経
済
状
況
悪
化
な

ど
に
よ
り
、
危
機
的
か
つ
深
刻
な
状
況

に
あ
り
、
雇
用
不
安
の
拡
大
、
金
融
事

情
の
悪
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
環
境
の
中
で
、

世
田
谷
区
内
の
事
業
者
は
、
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
、
そ
の
生
活
基
盤
は
圧

迫
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
実
施
し
て

い
る
、
軽
減
措
置
、
減
免
措
置
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
小
規
模
事
業

者
の
経
営
や
生
活
は
さ
ら
に
厳
し
い
も

の
と
な
り
、
地
域
経
済
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
世
田
谷
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
施
さ
れ
る
よ

う
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
�
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市

計
画
税
の
二
分
の
一
軽
減
措
置
を

引
き
続
き
平
成
２７
年
度
以
降
も
実

施
す
る
こ
と
。

２
�
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
２
割

減
免
措
置
を
引
き
続
き
平
成
２７
年

度
以
降
も
実
施
す
る
こ
と
。

３
�
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負
担

水
準
の
上
限
を
６５
％
に
引
き
下
げ

る
減
額
措
置
を
引
き
続
き
平
成
２７

年
度
以
降
も
実
施
す
る
こ
と
。

平
成
２６
年
１１
月
１４
日

東
京
都
知
事

あ
て

閉会中に開催された委員会
１１月５日（水） 議運

１０日（月） 企画、区民、文教
１１日（火） 福祉、都市
１２日（水） 分権、災害、環境、交通
１４日（金） 企画、議運

会期中の主な会議日程
１１月２５日（火） 本会議（代表質問）、企画、議運

２６日（水） 本会議（代表質問、一般質問、議案の付託）、企画、議運
２７日（木） 本会議（一般質問、議案の議決、議案の付託、請願の付託）、

議運
２８日（金） 企画、区民、文教

１２月１日（月） 福祉、都市
２日（火） 分権、災害、環境、交通
４日（木） 本会議（議案の議決、請願の付託など）、議運

委員会名称
企画＝企画総務常任委員会 区民＝区民生活常任委員会
福祉＝福祉保健常任委員会 都市＝都市整備常任委員会
文教＝文教常任委員会 議運＝議会運営委員会
分権＝地方分権・地域行政制度対策等特別委員会
災害＝災害・防犯・オウム問題対策等特別委員会
環境＝環境・エネルギー問題対策特別委員会
交通＝公共交通機関対策等特別委員会

○
今
定
例
会
で
は
、
３０
名
の
議
員
が
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
や
子

育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、
区
政
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

○
区
議
会
定
例
会
は
、
２
、
６
、
９
、

１１
月
の
年
４
回
開
か
れ
ま
す
。
本
会

議
や
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
模
様
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
ほ

か
、
区
役
所
第
１
〜
第
３
庁
舎
、
総

合
支
所
、
市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー

（
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
３
階
）
の
テ

レ
ビ
で
も
生
中
継
し
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
お
好
き
な
時
間

に
ご
ら
ん
い
た
だ
け
る
録
画
配
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

○
区
議
会
だ
よ
り
の
テ
ー
プ
版
と
デ
イ

ジ
ー
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
版
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
の
あ
る
方

な
ど
で
希
望
さ
れ
る
方
に
は
定
期
的

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
際
は
区
議
会
事
務
局
調
査
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
区
立

図
書
館
で
は
過
去
１
年
以
内
に
発
行

さ
れ
た
区
議
会
だ
よ
り
の
テ
ー
プ
版

と
デ
イ
ジ
ー
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
版

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
や
お
気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
区
議
会
事
務
局
調

査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
４
３
２
）
２
７
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
４
３
２
）
３
０
３
０

本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
質
問
、
答
弁
な

ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
会

議
録
（
�
月
中
旬
発
行
予
定
）
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
議
録
は
、

区
立
図
書
館
、
区
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、

総
合
支
所
、
出
張
所
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
ら
ん

い
た
だ
け
ま
す
。

次回の定例会は�月下旬から開催する予定です
〈
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
〉

集

編

後

記
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